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Autodesk® Revit® は、すべての設計
フェーズに対応し、建築プロジェクトに必
要な一式の図面と集計表を作成します。
マスの検討、コンセプトデザインから詳細
な施工図および集計表まで、Revit の各種
ツールが生産性、コーディネーション、高
い品質をもたらします。

Revit は単独で使用することも、AutoCAD® 
と併せて使用することもできます。このガ
イドでは、AutoCAD に精通しているユー
ザーが Revit の動作について理解をでき
るよう、AutoCAD の機能と比較しながら、
Revit の主な機能とコンセプトを紹介し
ます。

さらに、Autodesk Revit と AutoCAD 
を使ってプロジェクトの成果物を統合的
に管理する方法についても説明します。 
Revit の DWG 書き出し設定と AutoCAD 
の外部参照機能を利用して、既存の 
AutoCAD プロジェクトを Revit と統合し
各種図面を作成する手法を紹介します。

Revit は AutoCAD と完全互換の
DWG の書き出し／読み込みが 
可能な RealDWG® を組み込み 
Revit と AutoCAD を連携した 
設計データの運用を可能にしま
した。
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Revit と AutoCAD を連携して使用する

Revit、AutoCAD 連携の基本手順

1    Revit で建築モデルを作成する。

2    Revit でシートを設定する。

3     ビューまたはシートを AutoCAD 用に  
DXFTM/ DWG* 形式として書き出す。

4     書き出した DXF/DWG ファイルを  
AutoCAD で外部参照し、注釈を付ける。

5     データの一貫性を維持するため、AutoCAD で作成 
したデータを外部参照ファイルとして Revit にリンク
する。

Revit と AutoCAD の連携のワークフロー

プロジェクト開始
 ■ Revit でプロジェクトを設定
 ■ 適切な建築尺度のビューを作成
 ■ 適切なワークセットを定義
 ■ モデリングを開始

 ■ Revit でシートを設定

設計フェーズ
 ■ 必要な部分詳細などのビューを作成

 ■ モデリングの継続

 ■ Revit で仮のシートセットを作成

 ■ AutoCAD に書き出すリンク ファイル用の 
フォルダを設定

設計図書の作成開始
 ■ 必要な詳細ビューを作成

 ■ 建物の詳細設計を開始

 ■ 既存のライブラリから再利用する詳細を決定

 ■ 仮のシートセットの編集、シートの追加

 ■ AutoCAD で作業するシートリストを作成

 ■ DWG ファイルとして書き出す

 ■ AutoCAD データを適切な Revit ビューに 
リンクする

設計図書の完成
 ■ 作成したファイルをアーカイブ(保存)する

1

* DWG は、オートデスクの AutoCAD® ソフトウェアのネイティブ ファイル形式で、Autodesk, Inc. の商標です。
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Revit モデルの書き出しの際は、書き出しメソッド、ファ
イルの命名規則、データ書き出しオプション、レイヤ標準
を考慮する必要があります。

ビューまたはシートの書き出し
AutoCAD で行う作業の範囲、および Revit での設計図
書の作成の進行に応じて、ビューまたはシートのいずれ
かを書き出します。

ビューの書き出しは、現在選択している Revit ビューの 
DWG ファイルまたは DXF ファイルを作成します。

ビューにリンクされている外部データは、ブロックとして
埋め込まれます。選択したビューに AutoCAD で注釈を
付ける場合は、この方法を使用します。

Revit のシート書き出すと、シート情報(境界、タイトル 
ブロック)と各ビューのビューポートがを含む、DWG また
は DXF ファイルが作成されます。

各ビューは、AutoCAD のレイアウト上のビューに外部参
照として表示されます。外部参照のファイルは、同じフォ
ルダ内に作成されます。

命名規則
プロジェクト全体でファイル名の一貫性を保つために 
Revit は以下の既定ファイル命名規則に従いファイルを
書き出します。

書き出されたビュー（ビューのみを書き出した場合）
［プロジェクト ファイル名］-［ビュー カテゴリ］- 
［ビュー名称］.［拡張子］ 
 
シートに配置され書き出されたビュー（シートを書き出し
た場合）
［プロジェクト ファイル名］-［シート］-［シート番号］- 
［シート名］-［ビュー カテゴリ］-［ビュー名称］.［拡張子］ 
 
書き出されたシート（シートを書き出した場合）
［プロジェクト ファイル名］-［シート］-［シート番号］- 
［シート名］.［拡張子］

 ■ プロジェクト ファイル名: Revit ファイルの名前
 ■ ビューカテゴリ: 平面図、3D ビュー、立面図、 
断面図、製図ビュー、図面シートのいずれか

 ■ シート番号: Revit のシート番号
 ■ シート名: Revit のシート名
 ■ ビュー名称: Revit のビュー名
 ■ 拡張子: 書き出した AutoCAD ファイルの拡張子

(DWG または DXF)

データ書き出しの準備2
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データ書き出しの準備

データ書き出しオプション

［書き出し対象］: 現在のビューまたはビュー/シートのセットを選択します。 
セットを選択した場合は、対象のビューがまとめて書き出されます。

［書き出し画層の設定ファイル］: デフォルトで表示されるファイルは、 
現在のレイヤ書き出し標準設定です。必要な場合は別の書き出し標準の 
ファイルを選択できます。

画層標準

［レイヤを書き出す］ダイアログ ボックスでは、Revit¥Data フォルダ内のテキスト
ファイルとして、Revit コンポーネントのカテゴリとサブカテゴリが、DWG ファイル
の画層名と色番号に割り当てられます。

既定では、直前に指定した画層標準ファイルが使用されます。 Revit には、AIA、
BS1192、ISO 13567、CP 83 の標準の画層標準ファイルに対応します。これらの
標準ファイルの選択することに加え、画層標準ファイルをカスタマイズすることもで
きます。

自社の画層標準を用意し、AutoCAD のファイル出力の際に選択することができま
す。これにより、Revit と AutoCAD を併用する環境でデータの一貫性を保つこと
ができます。
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以下の手法を用い、Revit と AutoCAD を併用する環境
でデータの一貫性を維持します。

外部参照の利用
Revit から書き出した DWG または DXF ファイルに直接
作図せず、AutoCAD の外部参照(xref)機能を使用して  
AutoCAD で注釈を追記します。 AutoCAD で新規図
面を作成し、Revit のビューから作成したファイルを外
部参照します。［参照タイプ］は［オーバーレイ］にします。

ビューと外部データの参照
Revit では座標を使用しないので、Revit のモデルと  
AutoCAD で作成した図面の位置合わせを正確に行う
ための方法を紹介します。

AutoCAD で、外部参照の挿入位置を 0,0,0 とします。 
挿入位置は［画面上で指定］は選択しません。また、
ユーザー座標系の指定や、ブロック書き出しも使用し
ません。 AutoCAD の図面を Revit に読み込む際に、
Revit のモデルと AutoCAD の図面を正確に位置あわ
せをするためです。

AutoCAD で作図する際、建物の位置を基準として作
図を進めます。グリッドの交点なども基準となります。

Revit では、スナップ、位置合わせの機能を使い、
AutoCAD の図面を参照して正確な位置合わせができ
ます。

図面の命名
プロジェクトのファイル名に一貫性を持たせるため、
AutoCAD のファイル名を、Revit のファイル名と関連
付けて命名します。命名規則は、5 ページの規則に準じ
ます。

AutoCAD の新規図面で、Revit から書き出したデータ
を外部参照として使用する際、適切なファイル名を使用
することを推奨します。 DWG または DXF ファイル名に
接頭文字または接尾文字を追加して、新しいファイル名
とします。

たとえば、以下のファイルを外部参照として使用する場合、
Hotel ProdEx-MT Copy-rvt-Floor Plan-Level 
16-Mechanical.dwg

新規に作成する図面を Revit のビュー 
「Level 16 - Mechanical」に再読み込みする場合に
は、接尾文字として「ANNO」を追加し、以下のような 
ファイル名とします。
Hotel ProdEx-MT Copy-rvt-Floor Plan-Level 
16-Mechanical-ANNO.dwg

AutoCAD での作図3



Revit と AutoCAD の連携ガイド  |   8

AutoCAD で作成した図面ファイルを Revit にリンクしま
す。 Revit のモデルと AutoCAD の図面間で連携のとれ
たデータを作成できます。

Revit でリンクするための設定
Revit のモデルと AutoCAD で外部参照した図面が重複
しないよう、AutoCAD の外部参照の設定を解除します。
整合性の確認のため一時的に同時に表示する場合は、 
外部参照を解除しません。

ファイル リンク オプション
Revit のメニューで、［挿入］タブに移動して［CAD をリン
ク］を選択し、AutoCAD の図面データを取り込みます。

Revit に［CAD 形式をリンク］ダイアログ ボックスが表示
されたら、AutoCAD で作成した図面データをリンクの 
オプションを選択します。

Revit で AutoCAD 図面をリンクする4
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Revit で AutoCAD の図面をリンクする

リンクを選択する場合
AutoCAD で作成した図面データを現在の Revit  
プロジェクトで参照します。

 ■リンク(図面データを読み込まない): AutoCAD
の図面が変更された際、自動的に更新する場合
は、図面データを読み込まずにリンクします。

 ■現在のビューのみ: 現在のビューにのみリンク
ファイルを表示します。現在のビューで、注釈と
寸法を適切な位置に表示します。

読み込み単位と配置
ほとんどの場合、読み込み単位は「自動検出」、配置
は「自動ー基準点合わせ」を選択します。リンクする 
AutoCAD 図面は、適切な位置に適切な尺度で表示
されます。

 ■［保持］: AutoCAD 図面の画層設定に準じて 
表示します。

 ■［反転］: AutoCAD 図面の表示色を反転して 
表示します。Revit は白背景なので、AutoCAD の
黒背景で作成した図面の表示色を反転し見やすい 
状態で表示します。

レイヤ/レベルの色設定
オプションは 3 つあり、それぞれ以下の表示設定を 
行います。

 ■［白黒］: AutoCAD 図面の色設定を無視して、 
白黒の図面として表示します。
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Revit で AutoCAD の図面をリンクする

配置
ガイドラインに従い、［CAD 形式をリンク］ダイアログ ボックスの「配置」設定で以下の 
設定を行うと、最適な位置合わせができます。

［配置］オプション
 

 ■   ［自動 - 中心合わせ］: リンク ファイルの中心を Revit ビューの中心と合わせます。 
AutoCAD の図面の基準点と Revit のビューの中心と位置合わせする場合に、 
このオプションを使用します。

 ■   ［自動 - 内部原点合わせ］: リンク ファイルの基準点を Revit ビューの内部原点と 
合わせます。Revit で作成された DWG ファイルを AutoCAD で編集し、 
再リンクする場合に、このオプションを使用します。

 ■   ［自動 - 共有座標を指定］: Revit と AutoCAD の共有座標系の位置で 
自動配置します。共有座標が設定されている場合に使用します。

手動で AutoCAD 図面の配置を指定する場合、以下のオプションを使用します。

 ■   ［手動 - 基点］: 手動で挿入位置を指定します。カーソルの位置が、リンクした図面
の基準点となります。AutoCAD 図面に基点が設定されている場合に使用します。

 ■   ［手動 - 中心］: カーソルの位置が、リンクする AutoCAD 図面の中心になります。
リンクする図面は、適切な位置までドラッグできます。

リンクする図面の位置を指定します。平面をリンクする場合は、適切な高さ基準の位置
を指定します。

 ■   ［配置先］: リンクする図面を、Revit モデルのレベル基準に配置します。



Revit と AutoCAD の連携ガイド  |   11

Revit で AutoCAD の図面をリンクする

プロジェクト全体で 
リンク図面の表示を調整する
リンクした図面の表示は、［管理］タブの［オブジェクト  
スタイル］を選択し、表示される［オブジェクト スタイル］
ダイアログの［読み込まれたオブジェクト］タブで管理しま
す。リンク ファイル内の各レイヤ、線の太さ、表示色、
線種パターン、マテリアルが設定できます。
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Revit で AutoCAD の図面をリンクする

ビュー内でリンク図面の表示を 
調整する
挿入したビューのプロパティから［表示/グラフィックスの
上書き］ダイアログで、リンクしたファイル内の読み込ん
だカテゴリの表示を調整します。［読み込みカテゴリ］タブ
で、リンクしたファイル各エンティティに対し、画層ごと
に表示状態を指定できます。
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Revit で AutoCAD の図面をリンクする

リンクした図面の線の太さを設定する
リンク時の Revit 内での線の太さ設定は AutoCAD 図面のペン番号に基づいて割り
当てられます。［挿入］タブをクリック、設定画面を↘をクリックして［線の太さ読み込み］
を開きます。 AutoCAD 設定内容はテキスト ファイルとして保存することができます。
importlineweights-dwg-ISO13657.txt など 4 つの設定ファイルが以下の場所に
用意されています。

%ProgramFiles%¥Autodesk¥<product name and release>¥Data

一方で、Revit 内での線の太さの設定は 1 から 16 まで設定することが可能です。［管理］
タブの［設定］パネルで［その他の設定］ドロップダウンから［線の太さ］を選択して、Revit 
の線の幅を確認します。Revit の線の太さはスケールに合わせて幅が変わるので、ほと
んどの読み込んだ図面の線は 1 種類の線の幅に割り当てられます。
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Revit から DWG ファイルにビューを書き出すプロセスを示しています。
AutoCAD で DWG ファイルを編集後、そのファイルを Revit プロジェクトに
リンクし AutoCAD の修正内容を Revit に反映します。

平面図ビューを例として、Revit モデルの平面図ビューに AutoCAD を使って
注釈を付ける手順を順を追って紹介します。

STEP by STEP:
DWG に書き出し、修正後に Revit にリンクする

Revit

AutoCAD

Revit DWG

新規 DWG

外部参照を解除して
Revit にリンクする

外部参照

注釈を追記

5
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Step by Step : DWG に書き出し、修正後に Revit にリンクする

 手順 1       ビューを DWG に書き出す

Revit では、単一のビューまたはシートを DWG ファイル
に書き出すことができます。シート単位でフォルダを指定
して、関連ファイルを書き出します。フォルダ名はシート
名と同じにするとプロジェクトのデータ管理を行いやすく
なります。

［Revit］アプリケーションメニュー > ［書き出し］ >  
［CAD 形式］ > ［DWG］
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Step by Step : DWG に書き出し、修正後に Revit にリンクする

 手順 2        AutoCAD で 
注釈を追記する 

AutoCAD でテンプレートを指定して 
新規に DWG を作成します。

［挿入］タブで［アタッチ］を実行して、 
手順 1 で作成した DWG ファイルを 
外部参照します。
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Step by Step : DWG に書き出し、修正後に Revit にリンクする

AutoCAD では AutoCAD の挿入基点を、0,0,0 とします。［画面上で指定］
は使用しません。［参照タイプ］は［アッタチ］または［オーバーレイ］で適切なもの
を選択します(外部参照している図面を別の親図面が参照した場合、オーバー
レイの外部参照では、参照先の図面は表示されませんが、アタッチの場合は表
示されます)。オーバーレイとアタッチの選択基準は、手順4で説明します。

この状態で、注釈の追記をおこいないます。



Step by Step : DWG に書き出し、修正後に Revit にリンクする

 手順 3       DWG ファイルを保存する

DWG ファイルは、Revit から作成した DWG と同じフォル
ダに保存します。保存するファイル名は、外部参照した
ファイル名に設備文字を追加した名前とします。
参照ファイル名が以下の場合、

rac_basic_sample_project - 平面図 - Level 1.dwg

保存する DWG ファイルは次のような名前にします。

rac_basic_sample_project - 平面図 - Level 
1-ANNO.dwg

RevitとAutoCADの 連携ガイド  I   18
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Step by Step : DWG に書き出し、修正後に Revit にリンクする

 手順 4        編集した DWG ファイルを  
Revit にリンクする

編集した DWG ファイルをリンクする方法は 2 通りあります。
Revit から作成した DWG ファイルを、アタッチで外部参照
した場合と、オーバーレイで外部参照した場合で手順が異
なります。ここでは、両方の方法について説明します。

Revit の DWG を、アタッチで外部参照した  
DWG をリンクする
Revit から書き出した DWG ファイルが表示されているた
め、AutoCAD で作成した注釈を正確に Revit に挿入でき
ます。 Revit と AutoCAD の両方で注釈を追加する場合に
は、この方法をお勧めします。

［挿入］タブで［CAD をリンク］をクリックし、［CAD 形式をリ
ンク］ダイアログで、AutoCAD で作成した DWG ファイルを
選択します。［現在のビューのみ］オプションを選択し、［配
置］から［自動 - 原点を内部原点に］選択します。［現在の
ビューのみ］オプションは、AutoCAD 図面を Revit の現在
のビューだけで表示し、3D ビューでは表示しない場合に使
用します。
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Step by Step : DWG に書き出し、修正後に Revit にリンクする

前ページの操作で AutoCAD 図面がリンクされるので、AutoCAD の編集作
業で参照した、Revit の DWG ファイルを非表示にします。 AutoCAD で再度 
DWG ファイルを開き、外部参照管理のパレットで、Revit の DWG をロード解除
します。Revit に戻り、［挿入］タブから［リンクを管理］をクリックし、リンクした
ファイルを選択して、［再ロード］をクリックします。

別の方法では、［表示/グラフィックスの上書き］ダイアログの［読み込み カテゴ
リ］タブで、Revit から書き出した DWG に含まれるレイヤを非表示にすること
ができます。これらの方法で重複した図形を非表示に設定します。

Revit の DWG を、オーバーレイで外部参照した DWG をリンクする
AutoCAD で Revit の DWG をオーバーレイで外部参照して注釈を追記し、Revit の
ビューにリンクします。 Revit のビューでは AutoCAD で追記した図形だけが表示され
ます(オーバーレイで外部参照した DWG は表示されません)。

Revit で DWG ファイルをリンクすると AutoCAD で追加した注釈が表示され、Revit か
ら書き出した図面要素が重複して表示されることはありません。

AutoCAD で再度編集作業が必要になった場合でも、Revit から出力した DWG ファイ
ルを参照しながら編集作業が行えます。 Revit でモデルに変更があった場合、同一の  
DWG ファイル名で同じフォルダに作成すれば、AutoCAD の変種作業の際、自動更新さ
れます。
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Step by Step:
AutoCAD の詳細図を Revit にリンクする

Revit プロジェクトに AutoCAD で作成した部分詳細図
をリンクする方法を説明します。

 手順 1        DWG ファイル用に 
製図ビューを作成する 

リンクする詳細図ごとに、Revit で製図ビューを作成して
名前を付けます。

6
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Step by Step : AutoCAD の詳細図を Revit にリンクする

 手順 2        DWG ファイルをリンクする

作成した製図ビューに、AutoCAD で作成した部分詳
細図をリンクします。製図ビューを開き、［挿入］タブから
［CAD をリンク］をクリックします。適切な表示となるよ
う、［カラー］と［位置合わせ］の設定を選択します。

Revit プロジェクトに AutoCAD の詳細図を取り込む
方法は、リンクと読み込みの方法があります。ファイル
を読み込む場合、データは Revit プロジェクトに埋め
込まれます。ファイルをリンクする場合、Revit のプロ
ジェクトファイルのサイズが小さくなり、リンクしたあとも  
AutoCAD で修正することができます。 Revit は、プロ
ジェクトを開く際や、リンクを再読み込みする際にリンク
ファイルを更新します。AutoCAD で詳細を編集する必要
がある場合は、リンクを使用します。 Revit で詳細を修
正する場合は、読み込みを使用します。
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Step by Step : AutoCAD の詳細図を Revit にリンクする

 手順 3       詳細図をシートに配置する

製図ビューに詳細を配置したら、詳細用に新規シートを作成します。［表示］
タブ、［シート構成］パネルの［新規シート］を選択します。適切な図面枠を選
択し新規シートを作成します。

プロジェクトブラウザの［シート］を選択し右クリックメニューから新規シートを
作成もできます。作成したシートのプロパティを編集し、図面番号、図面名
を修正します。

シートの作成後、製図ビューを配置します。［表示］タブの［シート構成］から、
［表示］を選択し、配置する製図ビューをシートに配置します。

プロジェクトブラウザの［製図ビュー］から、対象の製図ビューをドラッグ＆ 
ドロップの操作でも製図ビューをシートに配置ができます。
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Step by Step : AutoCAD の詳細図を Revit にリンクする

シートに複数のビューを配置することができます。これら
の操作で、AutoCAD の詳細図が Revit プロジェクトの
一部として活用できます。
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Revit の特徴

Revit で扱うのは、ジオメトリではなく建物モデルです。
Revit では、パラメトリックな建築モデルが作成され、モデル
または集計表の変更により、モデルと図面と集計表は連動し
て変更されます。自動的に更新されます。

Revit は 3D のパラメトリックな建物要素を作成します。 3D 
パラメトリック建築要素は、AutoCAD のブロックやソリッドと
は対照的に、建物要素間の関係を保持しています。たとえば
Revit では、壁のプロパティには、この壁が次の階や天井ま
で続いていることが記載されます。

寸法は建築要素の実際のサイズを表記します。寸法を更新す
ると、パラメトリック コンポーネントやパラメトリック コンポー
ネントと他のコンポーネントとの関係が更新されます。寸法
をロックすると、その対象の要素が固定され記入寸法が維持
されます。集計表内の寸法も同じように動作します。集計表
で幅と高さの値を変更すると、モデルの要素に反映されます。
寸法と建築要素の調整は、Revit モデルの中で維持されます。

AutoCAD ではシンボルはブロックとして個別の DWG ファイ
ルに保存されます。Revit では、パラメトリック コンポーネン
トはファミリ ファイルに保存されます。ファミリ ファイルにはコ
ンポーネントのスタイルを複数含めることができるため、デー
タの整理と共有を簡単に行ったり、複数のオプションを選択
することができます。ファミリはカスタマイズでき、たとえば、
位置合わせ基準を変更したり、オブジェクトにサブカテゴリを
追加したりできます。また、Revit にデフォルトで含まれるパ
ラメトリック オブジェクトをカスタマイズすることもできます。

Revit には、仮寸法や位置合わせガイドなどのスケッチ ツー
ルがあります。位置合わせガイドは、AutoCAD のオブジェク
ト スナップ機能に似ています。線分や円弧の延長、現在位置
からの相対位置でのスナップ ポイントなどは、設計の際に便
利です。Revit では、コンポーネントを配置して、後から設定
を変更できます。ドアの開口方向を変えたり、窓の取り付け
高さを変更することができます。2D ビューまたは 3D ビューに
コンポーネントを配置できます。

Revit では、集計表を含む任意のビューでコンポーネントの
操作ができます。複数のビューを同時に開くことができ、ある
ビューに行った変更は同時に他のビューに反映されるため、
設計内容をマルチビューで確認できるというメリットがありま
す。平面図ビューと 3D ビューを並べて表示できるので、あ
るレベルでのコンポーネントの変更が別のレベルで他のコン
ポーネントと干渉しているか核にできます。

AutoCAD ユーザーは、コマンド ラインと画層管理パレットが
ないことにお気づきでしょう。Revit では、ツールとコンポーネ
ントはリボンに配置されています。Revit では、コンポーネン
トの表示は、ビューごとの［表示/グラフィックスの上書き］機能
でコントロールします。この機能は、AutoCAD のビューごとの
［フリーズ/フリーズ解除］の機能にあたります。表示色と線種
もカテゴリごとにコントロールされます。コンポーネントの表
示は、表示されているビューの設定に依存します。たとえば、 
コンポーネントは 3D ビューではすべてのジオメトリを表示する
のに対し、平面図ビューでは平面形状だけを表示します。 

パラメトリック オブジェクト

位置合わせとオブジェクト スナップ

マルチビュー

コマンド ラインと画層がない

ファミリとブロック3D モデル設計
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Revit では、プロジェクト データは単一のファイルに保存
され、外部ブロックおよび外部参照を使用する必要はあり
ません。通常、設計者はチームで作業しますが、各設計
者には担当分野のコンポーネントが割り当てられています。 
その場合、複数の設計者が同時に編集したり、保存すること
になります。 Revit のプロジェクトでは、複数のワークセット
として構成できます。ワークセットは建物のコンポーネントの
集まりで、1 人の設計者が担当となり編集できる単位です。

Revit で寸法と位置合わせのロック機能を使用することで、
コンポーネントを相対的に配置したあと、その関係を維持す
ることができます。壁の位置合わせ、部屋面積、ドアと窓
の配置などを維持するため、他の箇所でモデルが変更され
ても、複数のコンポーネントを一緒にロックされます。コン
ポーネントどうしの関係は、ユーザーの判断で有効／無効に
できます。寸法はロックや編集することができ、親オブジェク
トはそれに応じて動作します。オブジェクトは位置合わせや
固定が可能なので、編集コマンドの繰り返しが減り、間違い
のない操作を素早く行うことができます。

Revit は、AutoCAD の一部の機能である RealDWG® を使用し
た互換性の高い DWG の操作機能が組み込まれています。モ
デルを DXFTM や DWG 形式での読み込と書き出しができま
す。書き出しの際、現在のビューのコンポーネントとサブカテ
ゴリは、AIA やユーザー定義の画層設定に割り当てることが
できます。また DXF と DWG 形式のファイルは、2D ビュー
または 3D ビューに読み込むことができるので、Revit と 
AutoCAD を混在して使用する場合も、整合性の高い設計情
報の交換ができます。

すべての図面は、単一のパラメトリックな建築モデルから
生成されます。設計内容に変更を加えると、図面シート 
ビューが自動的に変更されます。立面図、断面図、吹き出
しの変更は、影響を受けるすべてのビューで即座に更新され
ます。作成したビューは、シートに追加して尺度で表示でき
ます。シートに図面を配置すると、モデル ビューで行うのと
同じくらい簡単に、シート ビューで最終的な配置を決めるこ
とができます。注釈の大きさは尺度に依存せず、一方、線
の太さは尺度により自動的に変わるので、図面の表示設定
を繰り返し行うことなく、情報を表示させることができます。

WYSIWYG 表示（見た目どうりに出力される）によって最終
出力結果を画面で確認できるので、印刷の間違いを軽減で
きます。 Revit で利用可能なプロッタ機器は、オペレーティ
ング システムにより異なります。 Revit では、各プロッタの 
Microsoft® Windows® 対応のデバイスドライバが使用でき
ます。

パラメトリックの振舞い

DWG ファイルの読み込み/書き出し

図面の出力

単一ファイル、マルチユーザー プロジェクト

Revit の特徴
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